
 

第 4 回身近な水環境の全国一斉調査 

 

 平成 19 年 6月 3日（日）、第 4回全国一斉川の水 

質調査を行いました。 

大場川班は小松幸子、宇水勉、柴原俊介の 3人で 

上流(青木橋)、中流（神川橋）、下流（うるおい橋） 

の 3 カ所、町なか班は佐伯忠夫、水野幾子、大村 

洋子、大村皖伸の 4人で源兵衛川の芝橋、かわせみ 

橋、御殿川の伊豆箱根鉄道鉄橋下（田町）、桜川の 

白滝公園と三島市民生涯学習センターの連絡橋の 4 

カ所で、気温、水温、 

ＣＯＤの検査を記録。 

ＣＯＤはいずれも良 

い結果でした。 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

  

平成 19 年 3 月 11 日（日）、Via701（本町）において三 

島ゆうすい会総会が開催されました。会長塚田玲子の 

挨拶の後、来賓の小池政臣三島市長、宮沢正美三島市 

議会副議長からのご 

挨拶がありました。 

次に議長を理事岩田 

重理、議事録署名人 

を理事中西康徳、柴 

原俊介さんが務めま 

した。議案説明、事 

 

 

業報告等を事務局長秋山峰治、決算、予算会計報告等 

を理事大村洋子が行い承認されました。また、議事録 

作成人は理事佐藤久美子が務めました。 

 

 総会に続いて、小澤邦雄静岡県地震防災センター所 

長による講演会が行われました。「大規模地震に備え 

て」と題して、近年発生した国内外の地震後の視察や 

調査研究について詳しく説明されました。また、三島 

ゆうすい会発行の「北伊豆震災と三島の復興写真集」 

を事前にお送りしておいたので、昭和 5 年 11 月 26 日の 

北伊豆地震についても話されました。阪神大震災で亡 

くなった 6,000 余名の尊い命の 80％は家屋倒壊による圧 

死だったことから、家屋の耐震化や建て替えを強く奨 

められました。 

 交流会は、峰田武 

三島市観光協会会長 

のご祝辞、顧問中川 

和郎の乾杯で、和や 

かな雰囲気の中、小 

澤先生への質問も多 

く出されました。 

 平成 19 年度の三島ゆうすい会の活動は、「三島湧水 

マップ 2007」の作成、「水よ輝け！三島の水辺写真展」、 

「北伊豆震災と三島の復興写真集」の実費配布などが 

主な事業となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

ゆ う す い 2007.6.20 

平成19年度 第16回三島ゆうすい会総会 

△第16回三島ゆうすい会総会の開催の挨拶を述べる塚田冷子会長 

△交流会の様子 

△第16回三島ゆうすい会総会の開催の挨拶を述べる塚田冷子会長

△地震の仕組みを説明する小澤邦雄静岡県地震防災センター所長 

↑いざ！全国一斉河川の水質調査へ！ 

←大場川、青木橋付近での水質調査風景 

↑大場川と山田川との合流地点での水質調査風景 

NO .28 



 

 

 今年で 15 回を迎える「水と蛍のフェ 

ズティパル」が 6 月 2 日（土）に三島 

市立公園楽寿園をメイン会場に、一 

日中開催されました。今年は実行委 

員長を志村肇顧問が務めました。三 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

島ゆうすい会では、それぞれの担当 

場所で来場者の案内などに－生懸命 

でした。楽寿園南作業門は、水野幾 

子理事、柴原俊介理事、大庭治美さ 

んが、家族連れに「暗いので、足元 

に気を付けてください」などと声を 

かけ、南出口は、宇水勉理事、中西 

康徳理事、大村皖伸さんが蛍の見え 

るところを聞かれ、案内に忙しく、 

駅前口の越沼正さんは「今日は特別 

に入場無料です。皆さんどうぞ」と 

呼びかけていました。 

 本部席には、塚田冷子会長、小松 

幸子副会長、大村洋子理事、佐藤久 

美子理事が詰め、接待や案内、迷子 

の対応、抽選会の説明などに追われ 

ていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 夜の部、メイン会場では、ゲスト 

の歌を聞き、来場者も「水よ輝け」 

を大合唱して楽しみました。 

 暗くなってくると、子供たちをは 

じめ来場者は、蛍の観察に期待が 

高まっていました。舞台上に全員の 

 

 

 

 

 

 

 

 

目がひきつけられていき、初めてホ 

タルを見た人、懐かしい時代に思い 

を馳せる人が、同時体験をする貴重 

なひとときとなりました。 

 音響と実行委員を担当した秋山峰 

治事務局長は、「ホタルが舞う街と 

して、水の大切さを改めて実感しま 

した。三島ゆうすい会の活動もまだ 

まだたくさんあると思っています」 

と感想を述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●『北伊豆震災と三島の復興写真集』 

に大きな反響 

 『北伊豆震災と三島の復興写真集』 

が完成し、3 月 11 日の総会でお披露 

目をしました。この写真集は、昭和 

5 年に発生した北伊豆震災の被害と 

その後の復興の記録を発掘・復刊し 

たもので、写真の 1 枚 1 枚から、北 

伊豆震災の惨状と、その中から力強 

く立ち上がった三島人の活力を感じ 

とることができます。 

 写真集の編集にあたった柴原俊介 

理事は、「北伊豆震災が思ったより 

広範囲に凄まじい被害をもたらして 

いたこと、復興写真が正確に当時の 

三島市民の生活様式を映し出してい 

たことに驚いた。また、現在のよう 

な機動力のない時代に、人力のみで 

復旧にあたる姿には、何よりも人を 

助けようとする心が伝わってきた。 

予想される東海地震に対しても、い 

つでも協力できる体制を作っておく 

ことが大切なのではないか」と話し 

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「北伊豆震災と三島の復興写真集」 

完成した写真集には、写真集に写っ 

ている方の関係者はもとより、各方 

面から大きな反響をいただきました。 

 6 月 1 日に放映されたＮＨＫ静岡 

「たっぷり静岡」の特集では、市内 

中央町の扇屋さんが保存されていた 

北伊豆震災の記録フィルムと、『三 

島市誌』で地震災害の項を執筆され 

た土屋寿山先生とともに、塚田冷子 

会長、大村皖伸会員が三島市立坂小 

学校で行った写真集を使った特別授 

業の様子が紹介されました。本会で 

は、この写真集を市内各小・中学校 

や市立図書館などに寄贈しました。 

今後も広く三島人の歴史が語りつが 

れ、震災への心構えが育まれること 

を願っています。 
 

●南小の児童の見学 
 

平成 19 年 4 月 27 日(金）、三島市 

立南小学校の児童 24 名が三島市ふる 

さとガイドの案内で、塚田会長宅を 

訪れました。子供たちは、「ホタルの 

幼虫を初めて見た」と歓声を上げ、水 

琴窟の音色に感動していました。 

 この日の 1 番の感想は 

｢僕の家にもこういうお庭 

がほしい」でした。 
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会場へ緒明實名誉会長も来訪 

来賓各位来訪 

ステージも観客も元気！ 

早く暗くなあれ！蛍にも会いたいよ！

2007年「水と蛍のフェスティバル」 

たくさんの人でにぎわう！！ 

ホタルが放され、手にとまった！！



 
活動あれこれ 
●小 5 の授業で「水」の話をしました 

平成 19 年 2 月 14 日（水）、三島市立長伏小学校からの依

頼により、三島ゆうすい会の塚田冷子会長と志村肇顧問

(三島ホタルの会会長） 

の 2 人が、5 年生 

の 社 会 科 の 授 業 の 

中 で 、 湧 水 の 仕 組 

みや、昭和 30 年以 

前 の 三 島 の 水 の 様 

子などを話しました。 

話をしながら、5年生 

ともなるとかなり理解しているな（4 年生に話したときと

比べて）と感じましたが、学校から送られてきた子供たち

の感想文を読み、改めて子供たちの感性に驚きました。－

部をご紹介します。 

 「私は、三島のわき水について聞いて、もっと水をむだ 

なく大切に使っていかなければならないということが分

かりました。今まで、水を余分に使ってきていました。で

も顔をあらう時や、歯みがきの時には、コップを使う。顔

をあらう時は余分に水を出さないなど、節水をして水を大

切に使っていきたいと思います。そして家族にも教えて節

水を実践していきたいと思います。そして、また 50 年前

の小浜池のようになったら良いなと私は思います。私はい

つまでも、きれいでおいしい水を飲んでいきたいです」 

 「先日は、いろいろ水のことを教えていただきありがと

うございました。今まで三島の水の勉強をしてきました 

 

 

 

が、知らないこともたくさんあったのでよく分かりました。 

 三島の水（わきみず）を取りもどそうという活動をしてい 

る人々を見ていると（すごいなあ）と思いました。私たちに 

できることは『節水を心がける』ということを自分で心が 

けたいと思います。これからも三島のわき水を守ってくだ 

さい。応接しています」 

「先日は、三島の湧水についていろいろとお話をしてい 

ただきありがとうございました。ぼくは、この話を聞いで 

三島の湧水について関心を持ちました。だんだん少なくなっ 

てきている三島の湧水を復活させようとする「三島ゆうす 

い会」があることを知り、びっくりしたと同時に、すごい 

なと思いました。お話は、とても分かりやすくて、今まで 

知らなかったことがたくさんあり、おどろきの連続でした。 

湧水のしくみや、会のがんばり努力等です。ぼくは、これ 

からの三島の湧水につい 

て、深く考えるようにな 

りました。三島の湧水が 

少なくなった原因は、人 

です。人が増え、山をけ 

ずって建物を作り、水を 

たくさん使った人です。 

ぼくは、人がもっと三島 

の水に関心を持ち、大切 

にするべきだと思います。これからも活動がんばってくだ 

さい。本当にありがとうございました。 

 小学 5年生の子供たちの感想文を読んで、どのようにお 

考えでしょうか。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２００７．６．２０ ゆうすい NEWS No 28

△湧水の仕組みを話す志村肇顧問

  

平成 19 年 1月 7日（日）、塚田冷子会長のお庭で七草が 

ゆの集いが行われました。今年はこれまでで一番寒い日で 

し た が 、 塚 田 冷 子 

会 長 の 七 草 が ゆ に 

ついてのお話の後、 

コ ー ル ・ ロ ベ リ ア 

の歌を聴きながら、 

七草がゆをいただき 

ました。 

 七草は例年 三ツ 

谷 の内藤様に 提供 

し ていただい てい 

ま す。七草の 日の 

前 日に、塚田 冷子 

会 長、秋山峰 治事 

務 局長、大村 洋子 

理事が自動車でいただきにあがるのですが、毎年、必 

ずのように何かハプニングが起こるのは何故でしょうか。 

＜ハプニングその 1＞ 

ある年、箱根への道から内藤さんの仕事場を目指しまし 

たが山の中の道はだんだん細くなり、車が谷底へ落ちそう 

で、怖くてなりませんでした。畑で農作業をしている人 

に道を聞くと、全く別の山道を走っているのでした。帰り 

に反対側から山を降りると、よく知った玉沢の奥であるこ 

とが判明しました。 

くハプニングその 2＞ 

 別の年、三島の街も朝から雨が雪に変わり、一度向かっ 

たものの夏梅木の秋山宅まで引き返し、チェーンのつく車 

に乗り換えて内藤さんの仕事場へ向かいました。内藤さん 

は雪で危険だからと途中で立ち往生をしていて、私たちは 

方々へ連絡し確認しながらやっと内藤さんと出会うことが

出来たのです。あまりに帰りの遅い塚田会長を心配した会長

の家人から、会長はそれ以後携帯電話を持たされることにな

りました。 

＜ハプニングその 3＞ 

 また別の年、内藤さんから七草をいただいて降りて来て、

秋山さん宅で塚田さんの車に乗り換えたところ塚田会長の

車はエンジンがかかりません。あわてて，ＪＡＦやら、あち

こちに電話をするなど、困り果てていました。そこへ、秋山

さんのご長男が出てこられ、エンジンをかければ、あら不思

議、難なくかかりました。 

 来年こそは、何事もなく無事に行って来たいと思っていま

す。 

●七草がゆの集い 

今年も健康と無事を祈って 

△水の大切さを話す塚田冷子会長
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「三島湧水マップ 2007」完成！ 
 

本会が 5 年前に発行した『三島湧水マップ 2002』の 

改訂版である「三島湧水マップ 2007」が完成しました。 

今回は、三島ゆうすい会とＮＰＯ法人グラウンドワーク三 

島が共同で編集・発行し、協賛として特種東海ホールディ 

ングス株式会社から用紙を提供していただきました。編集に 

あたって、この 5年間で美しくなった三島の水辺景観や街な 

かの変化を再認識させられましたが、残念ながら、三島湧水 

の復活には、まだまだ努力が必要のようです。 

会員の皆様に感謝を込めて、『三島湧水マップ 2007』を贈呈いたし

ます。今回の『ゆうすいＮＥＷＳ』に同封しますので、湧水めぐりの

ガイド資料や子共たちの環境学習の教材として、ぜひご活用ください。

ＨＨＫ「小さな旅・静岡三島」 
  

5月27日（日）を前後して、「小さな旅」は5日間・全6回放送されました。 

三島の水にこだわるというテーマで、水とホタルのことについて塚田冷子会長

が撮影に参加しました。ディレクターが 2カ月前から三島

の街を自分の足で見て歩いたそうです。 

 放送後は、ブラジルやタイで番組を見たという人をはじ

め、たくさんの人から事務局に連絡をいただきました。 

 モクズガニ放流を断念 
 

 平成 18 年 4 月に、浜名湖魚協会

からモクズガニを買い入れ、桜

川や山田川に放流をしたカニは、

石垣の割れ目から爪を覗かせ、

見 か け る よう に な り まし た 。

今年も放流を予定していまし

たが、水揚げが少なく購入はで

きず放流を断念しました。来年

で き れ ば と、 願 っ て いま す 。
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蓮沼川（宮さんの川）へ設置の水車リニューアルのお願い 
 

この度夫婦水車の老朽化が進み、応急処置ではもう限界です。三島ゆうすい会は、竹下 

建設（竹下 達社長）の協力や遊水匠の会とＮＰＯ法人グラウンドワーク三島の協賛により 

秋には水車をリニューアルすることにしました。皆様のご協力をお願いします 

三島ゆうすい会事務局 事務局員は常駐しません。電話の方は留守番電話にメッセージを。Mail/Fax でご連絡いただけると助かります。

〒411-0037 静岡県三島市泉町 5－3 Tel/Fax 055-981-5033 e-mail info●yusui.org URL http://www.yusui.org/ 

△「源兵衛川を愛する会」清掃風景 

 

 

 

【定例活動（作業等）】 

●源兵衛川清掃 

原則として毎月第 2日曜 13：00～ 

水の苑緑地・かわせみ橋集合 長 

靴、軍手またはビニール手袋持参 

「源兵衛川を愛する会」とともに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●桜川清掃 

原則として毎月第 1土曜 10：00～ 

白滝公園集合 長靴、軍手または 

ビニール手袋持参「桜川を愛する 

会」とともに 

●三島梅花藻の里保全活動 

原則として毎月第 2日曜 10：00～ 

三島梅花藻の里集合 長靴、軍手また

はビニール手袋、草取り道具等持参 

★ いずれの定例活動も自由参加で 

す。ふるってご参加ください！ 

雨天時は原則としてお休みです。 

 

 

 

★皆様のご支援ご協力に心より感謝 

申し上げます。 

●ご寄付（敬称略・順不同） 

 嶋野安子（ニューヨーク在住） 

 内田弘－（沼津市） 

 石川ぬい子（三島市） 

会費・ご寄付・資機材支援 

今 後 の 予 定
●会費ご入金 

本年度会費（平成 19 年分）の納入 

にご協力を賜りますよう、よろし 

くお願い申し上げます（詳しくは 

同封の案内をご覧ください） 

〈年会費金額〉 

 ・正会費    3,000 円 

 ・賛助会費 1口 10,000 円 

〈お振込み先〉 

 ・郵便振替 0840－4－118192 

  加入者名：三島ゆうすい会 

 ・静岡銀行三島支店 

  普通預金 No.O346532 

 ・スルガ銀行三島セントラル支店

  普通預金 No.572969 

 ・三島借用金庫西支店 

  普通預金 No.1042399 

   口座名：三島ゆうすい全 

       会長 塚田冷子 

△「源兵衛川を愛する会」清掃風景 


